
 

（第２号様式） 
令和 ７ 年 ４ 月 １ 日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立厚木西高等学校長  

令和６年度 学校評価報告書（ 目標設定 ・ 実施結果 ） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 
学校関係者評価 

（３月 11日実施） 
総合評価（４月１日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等  成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①生徒の多様な
進 路 希 望 や 興
味・関心に応じ
た教育課程の改
善を進める。 
 
 
 
 
②基礎的・基本
的な知識・技能
の 習 得 、 思 考
力、判断力、表
現力等の育成及
び主体的に学習
に取り組む態度
の養成を目指し
た授業改善を進
める。 

①新学習指導要領の３学 
年にわたる実施に伴い、
本校生徒の課題となる資
質・能力を把握する。 
 
 
 
 
 
②基礎的・基本的な知識 
・技能の習得、思考力、 
判断力、表現力等の育成 
及び主体的に学習に取り 
組む態度の養成を目指し 
て授業改善に取り組む。 

①日々の教育活動の状 
況、各種テスト、選択 
科目調査の結果等から 
本校生徒の課題を明確 
にする。 
 
 
 
 
②単元で身に付く力の 
明確化をテーマにして 
授業研究を行う。 
 
 
 
 

①新学習指導要領の３学 
年に渡る実施に伴う本校 
生徒の課題を明確にでき 
たか。 
 
 
 
 
 
②研究授業、授業互見等 
の授業研究をとおして、 
授業改善が進んだか。 
②学習到達度テスト、実 
力診断テスト等の結果に 
おいて、学力の伸長が実 
現できたか。 

①日々の教育活動の状
況、学習到達度テスト、
選択科目調査の結果等か
ら本校生 
徒の課題の把握に努め
た。 
 
 
 
 
 
②１、２学期に授業互見
週間を設定して、単元で
身に付く力を明確にした
授業改善に取り組んだ。 
 
 
 

①本校生徒の家庭学習時間
は30分程度で、基礎学力を
定着させるには不十分であ
る。授業、ホームルーム活
動、部活動、集会等のあら
ゆる場面で学ぶことの重要
性を実感させて学習への動
機づけを図る。 
①来年度の３学年の自由選
択授業選択者が非常に少な
く、生徒の実態に応じた教
育課程への改善を図る。 
②多くの授業で単元で身 
に付く力を意識して授業 
を組み立てるようになっ 
た。電子黒板の有効活用 
等を通じて更なる授業改 
善に取り組んでいく。 

① 研究授業・授業 
互見等の継続的な実
施など、授業改善に
全校的に取り組んで
いこうとする意欲を
感じた。ただ生徒の
家庭学習時間が 1日
平均 20 分台という調
査結果から、最低１
時間を定着させるよ
う、学校全体で意欲
的に取り組んで行く
ことを期待したい。 
②調査結果をフィー
ドバックして生徒の
声を反映し、生徒が
主体的に学習に取り
組んでいけるような
工夫も重要である。 

①日々の教育活動
の状況、学習到達
度テスト、選択科
目調査の結果等か
ら本校生徒の課題
の把握に努めた
が、家庭学習の習
慣が身に付いてい
ないことが一番の
課題である。  
 
 
 
②単元で身に付く 
力を明確にした授 
業改善に取り組ん 
だ結果、多くの授 
業で改善が見られ 
た。 

①学校生活のあら
ゆる場面で学ぶこ
との重要性を実感
させて学習への動
機づけを図り、家
庭学習の習慣を定
着させる。また、 
生徒の実態に応じ
た教育課程への改
善を検討する。 
 
 
 
②電子黒板の有効 
活用等を通じて更 
なる授業改善に取 
り組んでいく。 

２ 
 
生徒指導 

・支援 

①生徒一人ひと
りの支援を組織
的 に 行 っ て い
く。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②生徒を主体と
した学校行事や
生徒会活動を推
進し、部活動を
通して責任感や
連帯感の涵養を
図る。 

①教育相談体制の充実を
図り、生徒の学校生活に
おける支援を行う。 
 
 
 
①交通ルール・服装・日常
の生活の中でルール規則
を守る。 
 
 
 
 
②学校行事や生徒会活動 
を、生徒が主体的に企画・ 
運営し、責任感や連帯感 
をはぐくむ。 

①学年会・グループ会
議において教職員間で
情報共有を行い、必要
な生徒へ支援・指導を行
い、SC･SSW との情報共
有するケース会議を開
く。 
①学年・グループ・教科 
担当で注意・指導を行 
う。引続き、自転車乗車 
時のヘルメット着用を呼 
びかける。 
 
②学校行事等でのリー
ダー育成を目的として企
画・運営を支援する。課
題等を明確にするため、
定期的にそれらを共有し
たり検討したりする場を
設定する。 

①毎週の学年会・グループ
会議に加え、月 1 回は情報
の共有を行ない、当該生徒
への支援・指導につなげら
れたか。また必要なケース
会議が開けたか。 
 
①事故件数・定期試験毎服 
装点検指導、遅刻指導等の
指導回数を減らせたか。 
 
 
 
②生徒が組織的、主体的に
学校行事等することができ
たか。行事や部活などに取
り組み、達成感を得られた
か生徒へのアンケートで検
証する。 
 

①毎週の学年会での生徒
の個別情報の共有、グルー
プで各生徒についての情報
共有を行った。生徒の支援
について SSWから報告があ
った。教育相談コーディネ
ーターを中心に SSWG 会議
が開かれた。 
①服装点検、遅刻指導を必
要な生徒に行っているが、
同じ生徒への指導を複数回
行っている。年度の始めより
自転車事故件数は減少して
いる。 
②生徒が一定程度、組織
的、主体的に学校行事や
生徒会活動に参加するこ
とができた。リーダーシ
ップを発揮できる生徒も
見られた。 

①生徒が個別に抱える問題
が多様化しており、SSW を
通じて外部機関とつなげる
必要がある生徒も多い。心
のケアを必要とする生徒も
増加して、不登校の生徒も
増えている。SC による相談
も多い。 
①教員からの注意・指導以
外に効果的な指導の在り方
を考える必要がある。 
 
②行事や部活などへの取り
組み状況や達成感等につい
ての検証をさらに行う。ま
た、中心となる生徒とコミ
ュニケーションを引き続き
とり、リーダーの育成を目
指す。 

①教員間で生徒情報
を共有し、SC、SSW
と連携し生徒に必要
な支援を行い、改善
の方向に導いている
事がわかり安心し
た。またサポートド
ックを実施し、その
結果について、担任
と共有し、養護教
諭、SC、SSW と連携
をとっている報告が
あり、きめ細やかな
生徒指導・支援がわ
かった。自転車事故
が減少しているとの
報告があり安心し
た。 
②地域の行事への参
加については、徐々
に進みつつあるので
今後に期待したい。 

①SSWG会議により
生徒の個別状況に
応じた授業・指導
にあたれる事案も
あった。 
①遅刻が常習化し
ている生徒につい
ての効果的指導を
考え個々に指導に
あたる。自転車事
故は早い時期に安
全教室を実施でき
た。 
 
 
 
②生徒が主体的に
行事等に取組むこ
とができた。中心
となる生徒の育成
や取組や内容には
課題が残る。 

①生徒の状況は多
岐にわたるため、
物心共に早期の対
応が必要である。 
①個々に集中して
指導することで丁
寧かつ効果的な結
果へつなげたい。
自転車の危険運転
を防ぐために視覚
に訴える研修を計
画する。 
②中心となる生徒
とコミュニケーシ
ョンを取り続け、
質問紙など様々な
方法で振り返りを
促す。また、内容
についても振り返
りを行い、満足度
を高められるよう
取り組む。 

３ 
 
進路指導 

・支援 

①生徒の自己実
現に向けたキャ
リア教育を実践
し生徒一人ひと
りの主体的な進
路選択と進路実
現を図る。 

①生徒の主体的な活動の
ためＩＣＴ機器の積極的
活用や各種模擬試験の活
用により、適切な進路支
援を図る。 
 
 
 
 
 

①情報の収集や整理・
分析の場面で効果的な
ＩＣＴ機器の活用を支
援する。 
①卒業後の進路につい
て真剣に考える機会を
提供するとともに、学
習到達度テスト・実力
診断テストを実施し、
適切な進路支援を図

①効果的で適切なＩＣＴ
機器の活用を支援するこ
とができたか。  
①将来の進路実現に対し
て前向きな姿勢を持たせ
られたか。また就職につ
いて地域と連携した具体
的な支援が行えたか。 
 
 

①ＩＣＴ機器を活用して情
報を収集・精査するため
のノウハウの蓄積を進め
た。 
①近隣企業から講師を招
いて職業講座を実施し
た。またインターンシッ
プを実施、２・３年生１０名
が参加し職業について理解
を深めた。 

①上級学校への進学にあた
り、ＨＰ上での学校案内や
Ｗeb 出願が増えており、Ｉ
ＣＴ機器を使いこなす技能
を高めていく。 
①５年ぶりに近隣企業と連
携した職業講座を開催でき
たが、これをさらに充実さ
せていく。またインターン
シップの参加者数を増やし

①生徒の進路実現に
向けて「前向きな姿
勢を持たせられた
か」は重要な視点で
あり、生徒の主体性
を引き出す支援と、5
年ぶりに近隣企業を
招いての職業講座を
行ったとの報告があ
り、生徒にとってよ

① ＩＣＴ機器を活
用して進路実現の
為の情報の収集や
分析を行う機会が
増え、一定の成果
をあげた。 
①企業と連携した
職業講座を再開で
きた。インターンシ
ップに参加し職業

①適切で効果的な
ＩＣＴ機器の活用
のため一層の創意
工夫とノウハウを
蓄積していく。 
①職業講座はより
内容を充実させて
いく。インターン
シップの参加者数
を増やしていく。 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 
学校関係者評価 

（３月 11日実施） 
総合評価（４月１日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等  成果と課題 改善方策等 

 
 
 
 
 
②特別募集生徒の進路実
現に向けて教育、福祉、
労働各機関との連携に努
める。 

る。 
①地域の企業と連携し
職業について具体的に
学ぶ機会を提供する。 
 
②特別募集生徒の１年
生に対して上級学校・
就職先などの進路見学
を行う。 ２年生に対
して就業体験学習（イ
ンターンシップ）を実
施する。  
②外部資源を活用し幅
広い学習内容を提供す
る。   

 
①朝学習の取組状況の改
善を行えたか。  
 
 
②関係各所と連携関係構
築が図れたか。生徒の実
態に応じた体験的学習活
動が実施できたか。 
 

 
①朝学習でスタディサプリ・
イングリッシュを実施し、英
検対策を行った。 
 
 
②特別募集生徒に対し
て、１学年は職業訓練機
関の見学、２・３学年は近
隣の協力企業で職業体験
を実施した。 
 

ていく。 
①３学年の朝学習では進学
に向けてより有効に活用す
るために、各教科・科目の
内容と関連する課題の配信
を検討していく。 
②特別募集生徒の企業での
職業体験や就労支援機関と
の連携はとれているが、３
年生には就職につながるよ
うにより支援していく。 
 

りよい進路選択に役
立つよう、コロナ禍
以前のように充実さ
れることを期待した
い。 
 
②特別募集生徒の卒
業後の報告会は、在
校生徒にも伝えるこ
とで相互理解が深ま
り、良い取組みだと
思う。 

理解を深めた。 
①朝学習でスタデ
ィサプリ・イングリッ
シュを継続し、英
検で２級・準２級
の合格者が増え成
果を上げた。 
②特別募集生徒に
対して、関係機関
との連携はとれ
た。障碍者雇用で
の就職を希望する
生徒の中で進路活
動が遅れてしまっ
た生徒がいた。 

①３学年の朝学習
では進路実現に向
け、より効果的な
活用を工夫してい
く。 
 
 
②障碍者雇用で就
職を希望する生徒
に対しては早い時
期に職業体験を行
い、生徒の就職へ
の意識を高めてい
く。 

４ 地域等との協働 

①学校の魅力を
積 極 的 に 発 信
し、地域に信頼
される学校づく
りを推進する。 
 
 
②地域との協働
を推進し、地域
の関係機関、企
業研究所及び大
学と連携した教
育を実践する。 

①学校の魅力を効果的に
発信し、地域とのつなが
りを強化する。 
 
 
 
 
②地域との協働を推し、
生徒の実践的な学習を支
援する。 
 

①学校説明会やＨＰを
活用し、学校行事や生
徒の活動を積極的に公
開する。 
 
 
 
②生徒が実践的なスキ
ルや知識を習得できる
よう支援する。 
 

①学校説明会やＨＰの反
応を分析し、情報発信の
効果を測定する。 
 
 
 
 
②生徒の学習活動への参
加度や、地域との関わり
方を観察・検証し明確に
支援できたか。 
 

①10 月の第１回学校説明
会では 415 名、11 月の第
２回学校説明会では 322
名、12 月の施設見学会で
は 83 名の来校者があり、
参加者に向け学校の情報
を提供することができ
た。また、ホームページ
でも、必要な情報を随時
更新することができた。 
②地域貢献活動として、
９月に地域清掃を実施し
た。 

①本校の魅力をさらに効果
的に伝えるため、参加者か
らのアンケート等をもと
に、令和７年度は部活動体
験を実施し、学校説明会を
３回実施できるよう計画す
る。 
②地域との連携が単発のイ
ベントで終わらないよう、
より長期的なパートナーシ
ップを築けるような機会を
増やす。 

①２回実施した学校
説明会の参加者は合
計 737 名であり、ア
ンケートの結果概ね
好評だったことか
ら、来年度は 3 回実
施する方向であると
のことであった。 
②学校周辺地域との
連携については単発
で終わりがちなの
で、長期的な協働が
求められる。 

①学校説明会やホ
ームページで学校
の魅力を伝えるこ
とができた。参加
者のニーズを把握
し、魅力をより効
果的に伝える工夫
が必要である。 
②地域清掃が地域
とのつながりを築
く一歩となった。
継続的な取り組み
につなげる必要が
ある。 

①学校説明会での
アンケート結果を
もとに、部活動体
験を取り入れた学
校説明会を実施す
る計画をたて、実
施する。 
 
②長期的なパート
ナーシップを視野
に入れた、継続的
な地域連携の機会
を増やす。 

５ 
学校管理 
学校運営 

〇安心安全な教
育環境づくりを
推進する。 
①エコの観点か
ら省エネ、省資
源の取組みを行
う。 
 
 
 
 
 
 
 
②防災学習の充
実と被災時対応
の 検 討 を 進 め
る。 

①省エネ、省資源に向け
た実効ある取組みを推進
する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

②防災教育を通じて防災

意識の向上を目指す。ま

た、被災時の対応、体制

について検討を進める。 

①令和５年度はエアコ
ン使用時期である７，
８，９月の電気使用量
が前年度比 10～15％増
であったため、夏の電
気使用量前年度比 5％
減を目標に節電に取り
組む。 
①省資源に向けた取組
みとして、会議等にお
けるペーパーレス化に
取り組む。 
 
 
②防災学習を通じて防
災意識の向上を図る。
避難訓練など、被災時
を想定した取組みを実
施する。 

 

①夏の電気使用量削減に

おいて、数値目標を達成

することができたか。 

①会議等でのペーパーレ

ス化が実行できたか。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②防災学習により防災意

識の向上が図れたか。ま

た避難訓練などの取組み

が被災時を想定したもの

として実施できたか。 

①７，８，９月を「省エ
ネ月間」として、エコの
日ポスターで省エネ方法
を紹介し、放送で自然環
境委員が省エネを呼びか
けたりした。その結果、
８，９月についてはそれ
ぞれ電気使用量４％減を
達成した。 
①職員会議や学年会議、
グループ会議などの資料
を Teams でデータ共有す
ることで、かなりペーパ
ーレス化することができ
た。 
②11 月に防災訓練を行
い、被災時を想定したグ
ラウンドへの避難訓練が
できた。また、消火器の
実践学習、ＤＩＧ（図上
訓練）、防災学習等も併
せて行った。実施後の生
徒アンケートの回答で、
「災害に関する意識を高
めることができた」と回
答した生徒が 81％であっ
たことから、今回の取組
みにより防災意識を高め
られたと考えられる。 

①７月が前年より暑い日が
多く、７～９月全体として
は前年度と同様の電気使用
量であった。また、エアコ
ン使用時期の１２，１月の
電気使用量は前年度比約
８％増であったことを踏ま
え、来年度は省エネの意識
を高めることと、エアコン
の管理方法を工夫したい。 
①更に会議以外でのペーパ
ーレス化を検討する。 
  
 
②コロナ後に初めてグラウ
ンドへの避難を実施した
が、避難途中での交錯と避
難に対する真剣味が欠けた
部分が見受けられたことが
課題となった。次回に向け
ては避難経路の見直しや避
難前に防災学習を行うなど
の改善方法を検討する。 

①電力使用量を数値
目標にして具体的に
示しているのは分か
りやすいと感じた。
また、猛暑などには
目標があっても、使
用している点は生徒
の健康管理に良いと
感じた。 
 
 
 
②11 月に防災教育と
して、避難訓練を実
施したとの事であっ
た。借用した消火器
で使い方を学び、DIG
（図面上の訓練）や
ビデオ視聴も行い、
防災意識を高める事
ができたが、避難訓
練については、緊張
感のない生徒も見受
けられたとのことで
あった。防災教育を
充実させ危機意識や
速やかな避難に向け
た取組みを期待した
い。 

①夏季のエアコン
使用時期では「省
エネ強化」の取組
みにより８，９月
において電気使用
量を削減すること
ができた。冬季は
電気使用量増とな
り課題が残った。 
①会議ではデータ
共有を行いペーパ
ーレス化を推進す
ることできた。 
 
②防災訓練では避
難訓練と消火器訓
練を実施し、生徒
の防災意識を高め
ることができた
が、避難時に経路
交錯や生徒の避難
意識の欠如が見受
けられたことが課
題となった。 

 

 

①夏、冬のエアコ
ン使用については
省エネに対する意
識を高め、無駄を
なくすための工夫
を検討し、学校全
体で省エネに取組
めるようにする。 
①会議以外の部分
で更にペーパーレ
ス化ができるとこ
ろを検討する。 
  
  
 
②避難訓練より先
に防災学習を行う
ことで防災意識を
高め、訓練の意義
を認識させる。ま
た経路の見直しも
行う。 

 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 
学校関係者評価 

（３月 11日実施） 
総合評価（４月１日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等  成果と課題 改善方策等 

 

 


